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概要

さまざまなプログラミング言語と、そのパラダイム（プログラミングの拠り所となる考え方）に触れることにより、プログラムを組み立てていく際の、さまざまな重要な考え方を学び、プログラミングについての視野を広げることを目標とする。「プログラム言語論I」では、主に「 関数型言語」と呼ばれている一族について学ぶ。具体的には、主に  Scheme (Lispの一方言) という言語について解説し、時間が許せば他の言語に付いても触れる。特に、関数をデータとして用いるプログラミング上の強力な手法について説明する。

予定

I さまざまなプログラム言語 

機械語と高級言語、コンパイラとインタプリタ、手続き型/オブジェクト指向/関数型/論理型プログラム言語

II Schemeとは

read-eval-printループ、変数、リスト

III 関数の定義

define, 条件判断、論理式

IV 再帰関数

V リスト処理関数

length, append, ゴミ集め

VI 高階関数

ラムダ(lambda)式、map, filter, エラトステネスのふるいなど、

教科書

特になし。

単位認定方法



レポート、試験などで総合的に判断する。

その他

可能ならば、PCルームでの実習も時折行う。
